
　

今
年
５
月
、
元
号
が
「
平

成
」
か
ら
新
た
な
も
の
に
な

り
ま
す
。
地
域
に
残
る
墓
石

や
古
文
書
な
ど
に
は
江
戸
時

代
の
元
号
や
干え

支と

が
見
ら
れ
、

今
回
紹
介
す
る
「
天
神
幟

の
ぼ
り

」

に
も
あ
り
ま
す
。

　

幟
は
、
神
社
の
祭
礼
な
ど

で
立
て
る
旗
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
米
倉
（
中
央
地
区
）

の
西
光
寺
が
所
蔵
す
る
幟

に
は
、「
奉
納　

天
満
天
神

宮
」、
文
化
九
（
１
８
１
２
）

年
壬

み
ず
の
え
さ
る

申
正
月
吉き

っ
し
ん辰

（
め
で
た

い
日
の
こ
と
。
吉
日
）
と
染

め
抜
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

幟
を
納
め
る
箱
に
は
、
文
政

九
（
１
８
２
６
）
年
丙

ひ
の
え
い
ぬ戌

正

月
吉
日
「
天
満
宮　

御
幟　

一
本
」
と
書
か
れ
、
惣
氏
子

中
、
世
話
人
８
人
の
名
も
あ

り
ま
す
。　

　

こ
の
幟
に
関
し
て
、
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
こ
の
幟
に
あ
る

「
天
満
宮
」
が
ど
こ
に
存
在

し
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
の
葦あ

し

芽が
や

神
社
（
米

倉
）に
は
、
境
内
の
石せ

き

祠し

（
石

の
宮
）
に
も
天
満
宮
が
見

天
神
幟

米
倉
を
歩
く
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当
た
り
ま
せ
ん
。
可
能
性

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

旧
等と

う
み
ょ
う妙

寺
境
内
の
墓
地
に

３
基
、
江
戸
時
代
後
期
か

ら
明
治
に
か
け
て
寺
子
屋

師
匠
の
墓
・
筆ふ

で

子こ

塚つ
か

が
あ

り
、
こ
れ
と
関
連
し
た
も

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
は
、
こ
の
幟
を

「
西
町
講
中
」
が
奉
納
し
た

こ
と
で
す
。

　

当
時
の
米
倉
村
は
家
数

１
２
０
余
戸
の
比
較
的
大

き
な
村
で
、
家
並
み
が
町

場
化
し
、
村
内
に
西
町
が

存
在
し
た
こ
と
を
示
す
も

の
と
い
え
ま
す
。

　

幟
と
箱
は
、「
初
天
神
」
に

あ
た
る
正
月
に
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。

（
注
）米
倉
・
ア
シ
ガ
ヤ
神

社
は
、「
葦
茅
」
が
一
般
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
『
千
葉
県
宗
教
法
人

名
簿
』
に
記
載
さ
れ
た
神

社
名
に
な
ら
い
「
葦
芽
」

と
表
記
し
ま
し
た
。

（
市
文
化
財
審
議
会

委
員
・
依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広

聴
班
☎
73
・
０
０

８
０

◆
場
所
と
公
開
仏
画

●
長
徳
寺（
横
須
賀
）

国
指
定
重
要
文
化
財

　
「
愛

あ
い
ぜ
ん
み
ょ
う
お
う
ぞ
う

染
明
王
像
」、「
普ふ

げ
ん
え
ん
め
い
ぼ
さ
つ
ぞ
う

賢
延
命
菩
薩
像
」　

●
福
善
寺（
八
日
市
場
イ
・
万
町
）

県
指
定
有
形
文
化
財

　
「
高こ

う
や
し
し
ゃ
み
ょ
う
じ
ん
ず

野
四
社
明
神
図
」、「
十じ

ゅ
う
に
て
ん
ぞ
う

二
天
像
」、

「
真し

ん
ご
ん
は
っ
そ
ぞ
う

言
八
祖
像
」計
21
幅

●
西
光
寺（
八
日
市
場
ホ
・
米
倉
）

県
指
定
有
形
文
化
財

　
「
十じ

ゅ
う
お
う
ず

王
図
」全
10
幅

※
西
光
寺
で
は
、
寶
光
寺
（
貝
塚
）
所
蔵
の

県
指
定
有
形
文
化
財
「
阿あ

じ
か
ん
ぞ
う

字
観
像
」
も
公
開

さ
れ
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
室
☎
67
・
１
２
６
６

長
徳
寺
に
所
蔵
の
「
普
賢
延
命
菩
薩
像
」（
右
）

と「
愛
染
明
王
像
」

　

市
内
４
か
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
国
指
定

重
要
文
化
財
・
県
指
定
有
形
文
化
財
の
仏
画

を
、
こ
の
１
日
に
限
り
公
開
し
ま
す
。

10
時
〜
15
時

１
月
20
日（
日
）

◆日時
　１月18日（金）13時30分～15時
30分
◆会場
　八日市場公民館（３階大会議室）
◆内容
　カラオケ、社交ダンス、舞踊、
民謡、詩吟
問八日市場公民館☎72－0735

　寿大学は、おおむね60歳以上の
人を対象にした“生きがい講座”
です。
　受講生による新春芸能発表会が
開催されますので、皆さんお誘い
合わせの上、ご来館ください。

寿大学寿大学
「新春発表会」「新春発表会」開催開催

仏
画
公
開

お
寺
で

１
日
限
り
の

文
化
財
展
示

日
時

1 18

西
光
寺
に
所
蔵
の
天
神
幟

新春発表会の様子（昨年）
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俳
　

句 

髙
安 

せ
い
子 

推
薦

鶺
鴒
や
少
年
の
視
野
し
づ
か
な
り 

大
川　

宜
子

梛
の
実
も
無
患
子
の
実
も
降
る
社 

椿　
　

和
枝

仏
足
の
落
葉
払
い
て
大
六
天 

安
藤　

建
子

枝
半
分
夕
日
に
あ
づ
け
冬
紅
葉 

椎
名　

晴
江

神
木
に
響
く
鰐
口
冬
晴
る
る 

岩
井　

や
す

北
方
は
秀
峰
筑
波
大
根
稲
架 

椎
名　

貴
寿

墨
を
打
つ
棟
梁
の
背
や
冬
に
入
る 

那
須　

恒
雄

 

川
口 

城
司 

推
薦

職
替
へ
し
子
を
待
つ
居
間
や
冬
に
入
る 

伊
藤　

定
子

フ
ク
シ
マ
や
六
号
線
に
舞
ふ
落
葉 

石
田　
　

健

庭
木
々
の
ど
れ
も
寒
気
に
怯
ま
ざ
る 

沖　
　

舟
二

川
　

柳 

勝
又 

康
之 

推
薦

初
詣
で
神
社
を
巡
る
受
験
生 

佐
久
間
美
智
子

初
詣
で
三
代
揃
い
神
宮
へ 

林　

サ
ダ
子

初
詣
で
夫
婦
茶
碗
の
無
事
祈
る 

江
波
戸
京
子

初
詣
で
気
分
最
高
晴
れ
や
か
だ 

常
世
田
や
す
子

珍
ら
し
く
雪
降
り
積
も
る
初
詣
で 

鵜
澤　

澄
子

御
来
光
初
春
よ
り
も
夏
が
好
き 
岡
田
け
い
子

孫
の
嫁
安
産
祈
願
初
詣
で 
松
野　

敏
昭

 

川
口 

城
司 

推
薦

新
年
の
挨
拶
と
も
に
胸
を
張
る 

及
川　

利
道

短
　

歌 

小
泉 

泰
淸 

推
薦

す
ず
か
け
の
ひ
と
葉
ひ
と
葉
が
地
に
落
ち
る

　

風
に
命
を
削
が
れ
る
や
う
に 

椎
名　

昭
雄

秋
深
く
慣
れ
ぬ
菜
園
種
を
ま
き

　

大
根
葉
も
の
日
々
緑
増
す 

川
手　
　

芳

小
春
日
に
枯
葉
を
集
め
焚
火
す
る

　

見
つ
め
る
炎
に
過
ぎ
し
日
浮
か
ぶ 
依
知
川
雅
一

「
チ
バ
ニ
ア
ン
」を
養
老
川
の
崖
に
見
る

　

足
も
と
険
し
も
シ
ニ
ア
ら
元
気 

大
木　

洋
一

幼
子
は
目
を
輝
か
し
プ
レ
ゼ
ン
ト
う
け

　

サ
ン
タ
役
で
も
孫
な
き
我
は 

小
川　

一
夫

遅
く
ま
で
仕
事
漬
け
な
る
娘こ

の
日
々
に

　

楽
し
き
こ
と
の
多
か
れ
と
思
う 

伊
藤　

英
子

秋
深
み
紫
式
部
の
色
づ
け
ば

　

夜
半
に
読
み
た
き
恋
物
語 

宇
野
と
し
子

 

川
口 

城
司 

推
薦

父
の
齢
越
え
て
三
十
年
か
病
院
に

　

通
ふ
身
な
れ
ど
卒
寿
と
な
り
ぬ 

小
川　

知
至

勤
務
時
の
友
の
賜
ひ
し
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス

　

手
要
ら
ず
殖
え
て
庭
辺
明
る
し 

大
木　

政
子

高
校
生
百
三
十
九
名
の
演
奏
に

　

手
拍
子
歓
声
怒
涛
の
ご
と
し 

伊
橋　

良
子

古
書
店
に
心
は
づ
み
て
次
々
と

　

選
び
て
あ
れ
ば
漁
る
が
ご
と
し 

稲
葉　

雪
子

あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班　

〒
２
８
９
―
２
１
９
８　

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班　

〒
２
８
９
―
２
１
９
８　

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

　
　
　
　

☎

　
　
　
　

☎
7373
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ

・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
7272
・
１
１
１
４

・
１
１
１
４

力
作
募
集
中

図書館だより

　１月30日（水）～２月５日（火）は
年に一度の本の点検「蔵書点検」の
ため休館となります。休館中は大変
ご不便をお掛けしますが、ご理解を
お願いします。
　休館前の16日（水）～29日（火）は、
一般書・雑誌に限り何冊でも借りら
れます（ＤＶＤ・ＣＤは１人３点の
み）。貸出期間は３週間です。

　市内のボランティアグループ「お

たくさん、長く、借りられます

人形劇を楽しむ会

はなしやさん」による人形劇を開催
します。「３枚のおふだ」他を上演
します。この他に大型絵本の読み聞
かせなどもあります。参加は無料で
す。
日時…１月27日（日）10時30分から
約１時間（10時20分開場）
場所…八日市場公民館（３階会議室）

★八日市場図書館
　毎週土曜日14時から約30分間
★のさか図書館
　第４土曜日10時30分から約30分間

１月のおはなし会

●休館日…年始４日（金）まで、15日（火）、毎週月曜日
●臨時休館日…１月30日（水）～２月５日（火）※蔵書点検
 問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

図書館ホームページはコチラ
https://www.library.sosa.chiba.jp

　新しい年に、読み応えのある長編
をどうぞ。

『この日のために』（上・下） 
 幸田真音／著　KADOKAWA

　幻となったオリンピックを東京で
開催しよう―。逆境をバネに大事業
に挑んだ２人の男、田畑政治と池田
勇人。「東京2020」を前に、先の東
京オリンピックの知られざる物語は
いかがでしょう。

『国宝』（上・青春篇／下・花道篇）
 吉田修一／著　朝日新聞出版

　芸を磨き道を究めようともがく、
御曹司の俊介と、任侠の一門に生ま
れながらもこの世ならざる美

び

貌
ぼう

の喜
久雄。歌舞伎の世界を味わえる、重
厚な大作です。

本本おすすめのおすすめの

文
芸
コ
ー
ナ
ー
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